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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

清
々
し
い
新
年
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ

と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
、
国
に
お
い
て
は
、「
東
京
一

極
集
中
の
是
正
」、「
若
い
世
代
の
就
労
・

結
婚
・
子
育
て
の
希
望
実
現
」、「
地
域

の
特
性
に
即
し
た
課
題
解
決
」
を
掲
げ

た
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦
略
」

に
基
づ
き
、「
地
方
創
生
の
本
格
展
開
」

と
し
て
、
各
分
野
に
お
い
て
政
策
が
推

進
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
町
に
お
い
て
も
、
平
成
31
年
度
ま

で
の
取
組
方
針
で
あ
る
「
か
つ
う
ら
創

生
総
合
戦
略
」
に
基
づ
き
、「
活
き
活

き
と
活
気
あ
ふ
れ
る
勝
浦
町
」
を
実
現

さ
せ
る
た
め
の
取
組
み
を
順
次
実
行
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
様
々
な
ご
意
見
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
よ
り
効
果
的
な
取
組
み

を
進
め
、「
農
業
・
交
流
・
定
住
の
ま
ち
」

と
し
て
の
魅
力
を
一
層
発
揮
で
き
る
よ

う
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
最
近
の
主
な
動
き
に
つ
い
て

ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
ま
ず
、「
産
業
の
振
興
」
に
つ
い
て

で
あ
り
ま
す
。
本
町
の
基
幹
産
業
で
あ

る
農
業
、
な
か
で
も
勝
浦
み
か
ん
の
振

興
を
図
る
た
め
、「
勝
浦
み
か
ん
生
産

販
売
促
進
協
議
会
」
を
中
心
に
、「
勝

浦
み
か
ん
の
ブ
ラ
ン
ド
化
」
を
推
進
し

て
お
り
ま
す
。
品
質
向
上
や
物
産
展
な

ど
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
の
強
化
と
と
も
に
、

「
機
能
性
表
示
食
品
」
の
届
け
出
に
向

け
た
取
組
み
も
進
め
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
収
穫
時
の
労
働
力
不
足
対
策
と
し

て
、
町
外
か
ら
ア
ル
バ
イ
ト
を
募
集
す

る
「
み
か
ん
収
穫
お
助
け
隊
」
事
業
も

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
次
に
、「
移
住
・
定
住
の
促
進
」
に

つ
い
て
は
、町
の
Ｐ
Ｒ
専
用
サ
イ
ト「
カ

ツ
・
ユ
ー
・
ラ
イ
フ
〜
勝
浦
で
育
む
あ

な
た
の
暮
ら
し
〜
」
を
開
設
し
、
町
内

の
イ
ベ
ン
ト
や
子
育
て
支
援
策
な
ど
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
加
え
て
、
横
瀬
地
区
で
の
「
宅
地
造

成
・
分
譲
事
業
」
を
進
め
る
と
と
も
に
、

沼
江
地
区
で
の
「
子
育
て
交
流
支
援
セ

ン
タ
ー
」
の
改
築
を
は
じ
め
、
子
育
て

世
代
へ
の
様
々
な
支
援
を
継
続
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
移
住
者
や
子
育
て
世
代
の

ニ
ー
ズ
を
丁
寧
に
お
聞
き
し
な
が
ら
、

移
住
・
定
住
に
結
び
つ
く
、
き
め
細
か

い
取
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
、「
交
流
の
促
進
」に
つ
い
て
は
、

従
来
の
観
光
協
会
を
「
地
域
活
性
化
協

会
」
に
拡
充
・
強
化
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
今
年
度
中
に
「
地
域
活
性
化
セ
ン
タ

ー
（
仮
称
）」
の
整
備
に
着
手
す
る
予

定
で
あ
り
、
町
内
地
域
活
性
化
団
体
の

活
動
拠
点
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

  

ま
た
、
町
民
主
体
の
地
域
活
動
・
交

流
活
動
の
活
性
化
に
よ
る
元
気
な
地
域

づ
く
り
を
目
指
し
て
創
設
し
た
「
か
つ

う
ら
み
ら
い
創
生
事
業
補
助
金
」
に
つ

い
て
は
、
５
つ
の
団
体
に
こ
の
助
成
金

を
活
用
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後

も
町
内
の
地
域
活
性
化
団
体
が
行
う

様
々
な
取
組
み
を
積
極
的
に
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
、「
地
域
の
安
全
」に
つ
い
て
は
、

郡
内
唯
一
の
有
床
病
院
で
あ
る
勝
浦
病

院
の
経
営
健
全
化
に
向
け
た
取
組
み
を

進
め
、
昨
年
５
月
、「
国
民
健
康
保
険

勝
浦
病
院
改
革
プ
ラ
ン
」
を
ま
と
め
ま

し
た
。
現
在
、
こ
の
プ
ラ
ン
を
基
本
方

針
と
し
て
、
勝
浦
病
院
の
改
築
に
向
け

た
「
勝
浦
病
院
改
築
基
本
構
想
」
の
策

定
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
平
成
29
年
度
か
ら
は
、
救

急
車
で
の
搬
送
時
に
お
け
る
「
救
急
救

命
士
」
に
よ
る
救
急
救
命
業
務
を
開
始

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
現
在
急
ピ
ッ

チ
で
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
次
に
、「
社
会
基
盤
の
整
備
」
に
つ

い
て
は
、
本
町
の
東
の
玄
関
口
で
あ
る

県
道
阿
南
勝
浦
線
の
沼
江
バ
イ
パ
ス
３

期
工
事
や
徳
島
市
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路

で
あ
る
県
道
徳
島
上
那
賀
線
の
生
比
奈

小
学
校
東
側
の
歩
道
整
備
、
ま
た
、
飯

谷
町
大
ノ
上
の
幅
員
狭
隘
部
、
さ
ら
に

県
道
新
浜
勝
浦
線
の
整
備
促
進
な
ど
、

地
域
の
発
展
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
道
路
の
整
備
に
つ
い
て
、
関
係
機
関

へ
の
要
望
を
続
け
た
結
果
、
い
ず
れ
の

地
区
に
つ
い
て
も
着
手
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
今
後
も
県
と
の
連
携
の

下
、
早
期
完
成
に
向
け
て
着
実
に
事
業

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
近
年
は
地
球
温
暖
化
の
影
響

に
よ
り
、
局
地
的
な
豪
雨
が
頻
繁
に
起

こ
っ
て
お
り
、
抜
本
的
な
治
水
対
策
に

つ
い
て
も
、
強
く
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、今
年
の
干
支
の
酉（
と
り
）は
、

「
果
実
が
完
熟
し
た
状
態
で
あ
る
こ
と

を
示
し
、
そ
れ
ま
で
の
仕
事
や
挑
戦
の

結
果
・
果
実
が
得
ら
れ
る
」
と
い
う
意

味
が
あ
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、「
と
り
」

の
音
は
、「
と
り
こ
む
、
と
り
い
れ
る
」

と
言
わ
れ
、
農
事
に
は
非
常
に
縁
起
が

よ
い
干
支
で
あ
り
ま
す
。

　
新
し
い
年
が
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、

希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
年
と
な
り
ま

す
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新

年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
昨
年
は
、
ア
メ
リ
カ
や
Ｅ
Ｕ
、
中
東

や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
隣
の
中
国
や
韓
国
な

ど
各
国
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
起
こ
り

ま
し
た
。
翻
っ
て
日
本
で
は
隣
国
と
の

領
土
問
題
は
あ
る
に
し
て
も
難
民
問
題

も
な
く
、
今
の
と
こ
ろ
経
済
も
政
治
も

比
較
的
順
調
で
静
か
な
年
明
け
に
な
っ

た
か
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
個
人
的

に
は
如
何
で
し
ょ
う
か
？

　
関
東
阿
波
か
つ
う
ら
会
で
は
勝
浦
を

離
れ
て
半
世
紀
と
い
う
会
員
も
多
く
な

り
、
私
も
仕
事
柄
、
東
京
を
ベ
ー
ス
に

欧
、
米
、
中
東
、
台
湾
な
ど
住
ま
い
を

転
々
と
し
て
い
る
う
ち
に
50
年
が
過
ぎ

ま
し
た
。
い
つ
に
な
っ
て
も
徳
島
や
勝

浦
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
は
最
大
漏
ら
さ

ず
注
目
し
て
い
ま
す
が
疎
く
な
る
の
は

否
め
ま
せ
ん
。

　
昨
秋
、
関
東
阿
波
か
つ
う
ら
会
の
ハ

イ
キ
ン
グ
で
は
渋
谷
・
ハ
チ
公
前
よ
り

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
タ
ジ
オ
パ
ー
ク
や
原
宿
、
明

治
神
宮
な
ど
都
心
を
歩
き
な
が
ら
、
故

郷
の
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

何
時
、
何
処
で
あ
っ
て
も
同
郷
の
士
と

の
交
わ
り
は
気
が
置
け
な
く
て
楽
し
い

も
の
で
す
。

　
内
外
の
情
勢
が
変
わ
ろ
う
と
も
、
こ

う
い
う
平
和
が
い
つ
ま
で
も
続
く
こ
と

を
祈
ら
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
皆
さ
ん
に
と
り
ま
し
て
も
今
年
が
良

い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
お
祈
り
し
ま

す
。

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
昨
年
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ド
ゥ
テ
ル

テ
大
統
領
の
誕
生
や
ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ

ン
プ
次
期
大
統
領
の
誕
生
。
何
れ
も
正

統
派
（
主
流
派
）
の
歴
代
大
統
領
に
比

べ
て
ス
キ
ャ
ン
ダ
ラ
ス
な
発
言
や
誕
生

秘
話
が
報
道
さ
れ
マ
ス
コ
ミ
を
賑
わ
し

ま
し
た
。
加
え
て
韓
国
大
統
領
に
絡
む

ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
が
勃
発
し
、
日
本
で
は

考
え
ら
れ
な
い
（
考
え
た
く
な
い
）
様

な
不
可
解
な
隣
国
の
出
来
事
に
言
葉
が

出
ず
、
唖
然
と
し
て
い
る
の
が
偽
ら
ざ

る
本
音
で
す
。

　
新
年
を
迎
え
、
何
れ
の
出
来
事
も
落

ち
着
き
を
取
り
戻
し
て
い
る
こ
と
と
思

い
ま
す
が
、
国
内
に
目
を
向
け
れ
ば
高

齢
化
社
会
に
伴
い
国
会
で
の
議
論
は

「
年
金
問
題
」
そ
し
て
「
高
齢
者
の
道

路
交
通
問
題
」
に
ま
で
発
展
し
て
お
り
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
以
上
に
身
近
な
関
心
事
で
あ
り

深
刻
な
問
題
で
す
。

　
〝
税
金
の
無
駄
使
い
〞
と
か
〝
も
っ

た
い
な
い
〞
と
か
言
っ
た
立
場
か
ら
は
、

兵
庫
県
議
に
始
ま
り
富
山
市
議
で
更
に

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
「
政
務
活
動

費
」、
小
池
東
京
都
知
事
で
表
面
化
し

た
「
政
党
復
活
予
算
」
等
々
は
氷
山
の

一
角
で
は
？
と
思
え
る
昨
今
で
す
。
政

治
の
世
界
に
は
国
民
の
皆
が
妥
協
せ
ざ

る
を
得
な
い
部
分
は
あ
っ
て
も
理
解
さ

れ
納
得
さ
れ
る
施
策
を
期
待
し
た
い
も

の
で
す
。

　
新
年
ら
し
か
ら
ぬ
文
言
に
な
り
ま
し

た
が
終
わ
り
に
、
本
年
も
勝
浦
町
に
と

っ
て
平
穏
無
事
で
幸
多
き
年
で
あ
り
ま

す
よ
う
祈
念
し
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

国 

晴
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★団　長
中田丑五郎（勝浦郡町村会長・

勝浦町長）

★副団長
花 本 　 靖（上勝町長）
岡 本 富 治（徳島県議会議員・

勝浦郡陸上競技協会後
援会長）

桂　  洋 志（勝浦郡陸上競技協会
後援会上勝支部長）

立 石 竹 夫（勝浦郡陸上競技協会長）
椎 野 和 幸（勝浦町教育委員会教育長）
★監　督
柿 原 昌 典（日亜化学工業㈱）
★コーチ
石 田 早 人（椿泊小学校）
古 田 祐 樹（日亜化学工業㈱）
★コーチ兼選手
山 平 和 也（日亜化学工業㈱）
藤 木 浩 史（日亜化学工業㈱）
★マネージャー兼選手
瀧 花 美 咲（富士産業㈱）

★主　将
岡 本 隆 宏（環太平洋大学４年）
★選　手
駒 津 普 司（日本ケミコン㈱）
早 川 祐 貴（長生堂製薬㈱）
太 田  　誠（勝浦郡陸上競技協会）
内 谷 安 宏（勝浦郡陸上競技協会）
木 原 佑 介（㈱徳島銀行）
西 尾 年 弘（大塚製薬㈱）
山 守 勇 久（海上自衛隊第24航空隊）
髙 田 宏 一（環太平洋大学２年）
久保田直樹（阿南工業高等専門

学校５年）

立 石 琢 視（亜細亜大学１年）
原 田 聖 也（神戸学院大学１年）
西 尾 優 汰（富岡西高等学校２年）
森 下 龍 希（小松島西高等学校

１年）

尾 山 龍 輝（小松島西高等学校
１年）

五 見 昇 明（小松島西高等学校
１年）

大 島 拓 真（勝浦中学校３年）
椎 野 綜 太（勝浦中学校３年）
西 尾 駿 汰（勝浦中学校３年）
森 内 拓 磨（勝浦中学校３年）
松 田 優 汰（勝浦中学校２年）
渡 　 翔 希（勝浦中学校２年）
松 本 健 汰（勝浦中学校２年）
森 野 太 心（勝浦中学校１年）
小 林 柊 介（勝浦中学校１年）
出葉滉一朗（生比奈小学校６年）
森 内  　迅（生比奈小学校５年）
宮本奈留美（羽ノ浦さくら保育所）
出葉文加里（富岡東高等学校１年）
小 林 優 月（勝浦中学校３年）
小 関 摩 耶（勝浦中学校２年）
出葉比加里（勝浦中学校２年）
森内日菜子（勝浦中学校２年）
米 澤 陽 菜（勝浦中学校１年）
後 藤 美 花（勝浦中学校１年）
仲 田  　鈴（生比奈小学校６年）

（敬称略）

　昭和30年に「徳島から五輪選手を」をスローガンに掲げスタートした徳島駅伝が、今年も第
63回大会として１月４日から６日までの３日間、新春の阿波路で開催されます。
　今大会は初日に那賀コースが２年ぶりに採用され、全43区間265.3ｋｍにおいて各郡市の代
表ランナーが、郷土のため、チームのために懸命の走りを展開します。また今年から大会第２
日目に小学生区間が試行されます。
　前回大会の勝浦郡選手団は、大きく躍進した前々回大会に引き続き12位を維持することがで
きました。選手団はより上位進出をとの思いで、今大会のさらなる
飛躍に向け、週２回のナイター練習、日曜日の強化練習のほか、自
主練習にも積極的に取り組むなど戦力の向上を図ってきました。
　町民の皆さまにおかれましては、例年同様、選手団へのあたたか
いご声援をよろしくお願いします。
　なお、今大会の役員（一部）と選手団（町内選手）は次のとおりです。

勝浦

第63回

集特
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　初めまして、山口県から勝浦に転入し
てきました、ニューフェイスの山守です。
　勝浦のエースに、そして勝浦から世界
へ向けて頑張ります。

山 守 勇 久 選手

　中学生最後の学年とし
て、最初から攻めてねばっ
た走りができたらいいと思
います。

西 尾 駿 汰 選手

　１秒でもタイムを上げ
て、一生懸命に走ってタ
スキをつなぎたいです。
がんばります。

小 林 優 月 選手

　前回の結果より1つ上げて11位を目指します。
　本番に向けて選手達のベクトルは同じ方向を向いており、順位アッ
プは不可能ではないと感じています。
　勝浦郡は、支えてくれる多くの方々のお陰で出場できています。
　徳島駅伝に参加できる感謝の気持ちを走りで応え、最後まで襷を繋
ぎます。
　応援の程宜しくお願い致します。

合宿中の様子

集特

■柿原監督コメント

選手３名に
「個人の今年の目標」

を聞きました。
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梨
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林　
　
　

城　

司
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穂
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之

樋　

口　
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一

福　

井　
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帆
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菜
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茜
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FEN
G

　JIY
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SU
N

　Y
A
Q
IA
N

平成29年１月２日㈪
受付：午前9時30分から　写真撮影：午前10時５分から
式典：午前10時30分から
勝浦町農村環境改善センター

0885（42）3300

分から
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
る
皆
さ
ん

成
人
式
を
迎
え
ら
れ
る
皆
さ
ん

成
人
式
を
迎
え
ら
れ
る
皆
さ
ん
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髙
田
宏
一

久
保
田
直
樹

岩
本
真
里
奈

北
内
水
晶
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8

町 税 49,136 50,017 -1.8 
地 方 譲 与 税 4,695 4,494 4.5 
利 子 割 交 付 金 117 122 -4.1 
配 当 割 交 付 金 508 635 -20.0 
株式等譲渡所得割交付金 492 401 22.7 
地方消費税交付金 9,973 5,774 72.7 
自動車取得税交付金 646 403 60.3 
地方特例交付金等 105 56 87.5 
地 方 交 付 税 173,824 166,133 4.6 
交通安全対策特別交付金 69 65 6.2 

分担金及び負担金 15,325 915 1,574.9 
使用料及び手数料 3,626 6,793 -46.6 
国 庫 支 出 金 30,248 30,970 -2.3 
県 支 出 金 27,356 33,922 -19.4 
財 産 収 入 2,060 1,884 9.3 
寄 附 金 186 177 5.1 
繰 入 金 777 6,152 -87.4 
繰 越 金 47,366 66,660 -28.9 
諸 収 入 5,231 6,701 -21.9 
町 債 44,760 34,049 31.5 

41億6,500万円

　普通会計の決算は、歳入総額は、ほぼ前年並みの41億6,500万円（前
年度0.0％）、歳出総額38億2,707万円（前年度3.7％増）となりました。

歳 入 総 額　　　　　　　 Ａ
歳 出 総 額　　　　　　　 Ｂ
歳入歳出差引額（Ａ－Ｂ）　 Ｃ
翌年度へ繰り越すべき財源 Ｄ
実質収支額    （Ｃ－Ｄ）

町 民 税

固定資産税

軽自動車税

平成27年度決算額 平成27年度決算額

1億9,947万円
2億3,389万円
1,885万円

町たばこ税

鉱 産 税

計

3,765万円
150万円

＊1

平成27年度



9

38億2,707万円38億2,707万円

　本町は自主財源が乏しく、ほとんどの財源を
交付税・補助金等に依存しており、国・県の財
政状況の影響を受ける構造となっているため、
歳入歳出の見直しを行うなど財政の健全化に努
めていく必要があります。
　今後も町民の皆さんから納めていただいた税
金や地方交付税などの収入で明るく活力に満ち
た住みよい町づくりに努めていきます。
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11
月
19
日
㈯
・
20
日
㈰
、
貯
蔵
み

か
ん
で
有
名
な
「
勝
浦
町
」
木
頭
ゆ

ず
で
有
名
な
「
那
賀
町
」　

両
町
が

連
携
し
て
農
業
体
験
や
地
元
の
魅
力

を
発
信
す
る
「
徳
島
柑
橘
対
決
」
を

実
施
し
ま
し
た
。
県
内
の
大
学
か
ら

41
名
の
参
加
者
が
あ
り
、
1
泊
2
日

の
日
程
で
収
穫
作
業
な
ど
を
通
じ
て

農
業
の
楽
し
さ
、
厳
し
さ
を
体
験
し
、

地
域
住
民
の
方
々
と
交
流
を
図
り
ま

し
た
。

　

本
町
で
は
、
19
日
に
坪
井
秀
敏
さ

ん
（
沼
江
）
の
ミ
カ
ン
畑
で
収
穫
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
参
加
し
た
学
生
か
ら
は
「
勝
浦

の
美
し
い
山
々
を
眺
め
な
が
ら
食
べ

る
ミ
カ
ン
は
最
高
だ
っ
た
。
参
加
し

て
よ
か
っ
た
」「
ミ
カ
ン
は
摘
み
や

す
か
っ
た
。
や
わ
ら
く
て
丁
寧
に
か

ご
を
い
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
」「
農

業
に
は
関
心
が
あ
る
の
で
、
今
回
の

体
験
を
参
考
に
し
た
い
」
な
ど
の
意

見
が
出
ま
し
た
。

　

夜
は
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

で
か
つ
う
ら
コ
ス
モ
ス
音
楽
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
四
国
大
学
ジ
ャ
グ
リ

ン
グ
部
・
横
瀬
小
学
校
金
管
バ
ン
ド

部
・
生
比
奈
小
学
校
金
管
バ
ン
ド
部
・

ト
ク
シ
マ
イ
ン
デ
ィ
ゴ
ー
ズ
（
佐
那

河
内
村
）・
Ｂ
Ｍ
Ｓ
ウ
ィ
ン
ド
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
（
鳴
門
市
）
の
皆
さ
ん
に
、

ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
や
生
の
吹
奏
楽
と
マ

ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
の
演
奏
を
披
露
し

て
い
た
だ
き
、
参
加
い
た
だ
い
た
学

生
に
は
音
楽
会
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、

お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

新
春
を
迎
え
本
町
消
防
団
の
全
容

を
広
く
町
民
に
公
開
し
、
消
防
に
対

す
る
認
識
と
信
頼
を
深
め
、
さ
ら
に

防
火
思
想
の
普
及
並
び
に
消
防
団
員

等
の
士
気
の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
1
月
8
日
㈰

午
前
9
時
30
分
か
ら

（
雨
天
時  

午
前
10
時
か
ら
）

　

勝
浦
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

（
雨
天
時  

農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
）

★
第
１
部

式
典
（
午
前
９
時
30
分
か
ら
）

　

消
防
行
政
に
貢
献
さ
れ
た
方
々

へ
の
表
彰
な
ど
を
行
い
ま
す
。

★
第
２
部

訓
練
（
式
典
終
了
後
）
全
分
団
に

よ
る
一
斉
放
水
訓
練

（
星
谷
橋
上
流
に
お
い
て
行
い
ま
す
。）
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今
年
度
か
ら
地
方
創
生
総
合
戦
略
の

趣
旨
を
踏
ま
え
、
住
民
が
自
主
・
自
発

的
に
行
う
、
勝
浦
町
の
ま
ち
づ
く
り
に

役
立
つ
公
益
的
な
事
業
に
対
し
、
経
費

の
一
部
を
町
が
補
助
し
、
住
民
の
考
え

る
住
み
よ
い
町
づ
く
り
へ
の
思
い
や
提

案
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

「
か
つ
う
ら
み
ら
い
創
生
事
業
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
事
業
と
し
て
５
件
を

採
択
し
ま
し
た
。

　
採
択
さ
れ
た
事
業
の
内
、
４
件
の
事

業
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

〈
事
業
名
〉　
伝
統
文
化
・
夷
ま
つ
り
の

　
　
　
　
　
　

再
生
と
継
承

〈
実
施
団
体
〉
え
び
す
会

〈
補
助
金
額
〉
3
7
5,
0
0
0
円

〈
事
業
内
容
〉

テ
ー
マ　
「
伝
統
文
化
の
再
生
と
区
民

の
絆
創
り
」

　

10
月
2
日
㈰
・
3
日
㈪
に
生
夷
神
社

周
辺
で
え
び
す
舞
の
上
演
や
煎
餅
の
無

料
配
布
を
行
い
ま
し
た
。
地
域
住
民
同

士
の
絆
と
地
域
外
の
人
た
ち
と
の
交
流

を
深
め
、
伝
統
文
化
の
再
生
を
引
き
続

き
行
っ
て
い
き
ま
す
。

〈
事
業
名
〉　
や
ま
ぼ
う
し

　
　
　
　
　
　

10
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

〈
実
施
団
体
〉
合
唱
団　
や
ま
ぼ
う
し

〈
補
助
金
額
〉
3
６
０,
0
0
0
円

〈
事
業
内
容
〉

テ
ー
マ　
「
音
楽
の
ち
か
ら
で
、笑
顔
、元

気
で
心
豊
か
に
す
ご
せ
る
ま
ち
勝
浦
を
」

　

10
月
23
日
㈰
に
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
で
10
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
を
行

い
ま
し
た
。
音
楽
に
触
れ
る
機
会
を
提

供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
文
化
活
動
の
活

性
化
を
引
き
続
き
行
っ
て
い
き
ま
す
。

〈
事
業
名
〉　
や
っ
こ
連
50
周
年
事
業

〈
実
施
団
体
〉
や
っ
こ
連

〈
補
助
金
額
〉
7
0
0,
0
0
0
円

〈
事
業
内
容
〉

テ
ー
マ　
「
や
っ
こ
連
結
成
50
周
年
」

　

11
月
6
日
㈰
に
農
村
改
善
セ
ン
タ
ー

で
50
周
年
記
念
公
演
を
行
い
ま
し
た
。

地
域
住
民
、
地
域
外
の
人
た
ち
と
阿
波

踊
り
を
通
じ
て
交
流
を
図
り
、
引
き
続

き
伝
統
文
化
を
伝
承
し
て
い
き
ま
す
。

〈
事
業
名
〉　
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業

〈
実
施
団
体
〉
N
P
O
法
人

　
　
　
　
　
　

K-

F
r
e
i
e
n
d
s

〈
補
助
金
額
〉
４
０
５,
0
0
0
円

〈
事
業
内
容
〉

テ
ー
マ　
「
み
か
ん
が
香
り
笑
顔
あ
ふ

れ
る
元
気
な
ま
ち 

か
つ
う
ら
」

　

11
月
13
日
㈰
に
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

起
点
に
フ
ォ
ト
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
を

行
い
ま
し
た
。
町
の
自
然
と
ス
ポ
ー
ツ

を
観
光
資
源
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ

ズ
ム
イ
ベ
ン
ト
を
実
践
し
、
新
た
な
ス
ポ

ー
ツ
の
取
り
組
み
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
の
各
団
体
等
で
実
施
し

ま
し
た
事
業
に
つ
き
ま
し
て
、
事
業
成

果
報
告
会
（
日
程
に
つ
い
て
は
別
途
お

知
ら
せ
）
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
平
成
29
年
度
も
引
き
続
き
事

業
募
集
を
行
う
予
定
で
す
の
で
積
極
的

な
事
業
提
案
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

詳
し
い
募
集
日
程
等
に
つ
い
て
は
別
途

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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11
月
18
日
、
国
の
文
化
審
議
会
か
ら

鶴
林
寺
境
内
４
・
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
国

史
跡
「
阿
波
遍
路
道
」
に
追
加
指
定
す

る
と
の
答
申
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
鶴
林

寺
周
辺
の
遍
路
道
「
鶴
林
寺
道
」、「
太

龍
寺
道
」
は
平
成
22
年
に
遍
路
道
と
し

て
初
め
て
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
の
度
の
答
申
に
よ
り
、
阿

南
市
の
太
龍
寺
と
共
に
四
国
霊
場
の
札

所
寺
院
と
し
て
初
め
て
史
跡
指
定
を
受

け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

  

鶴
林
寺
の
歴
史

   

鶴
林
寺
は
勝
浦
町
生
名
の
鶴
林
寺
山

山
頂
か
ら
東
に
下
っ
た
標
高
４
９
０

メ
ー
ト
ル
付
近
に
位
置
す
る
山
林
寺
院

で
す
。
創
建
時
期
に
つ
い
て
は
諸
説
が

あ
り
ま
す
が
、「
鶴
林
寺
道
」
に
は
南

北
朝
期（
１
３
６
２
年
〜
１
３
９
３
年
）

の
町
石
が
残
り
、
中
世
か
ら
篤
い
信
仰

を
集
め
た
寺
院
で
あ
り
、
早
い
段
階
で

四
国
遍
路
の
霊
場
だ
っ
た
と
推
定
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
江
戸
時
代
に
は
徳
島
藩

の
祈
祷
寺
と
し
て
、
藩
主
と
も
深
い
関

係
を
持
つ
な
ど
、
阿
波
の
真
言
宗
の
中

心
的
な
寺
院
の
一
つ
で
あ
り
、
四
国
遍

路
の
歴
史
や
習
俗
を
考
え
る
う
え
で
重

要
な
札
所
寺
院
で
す
。

  
主
要
な
堂
舎
と
景
観

　
鶴
林
寺
の
主
要
な
堂
舎
の
建
立
年
代

は
、
鎮
守
堂
の
17
世
紀
後
半
を
最
古
と

し
て
、
本
堂
（
19
世
紀
中
頃
）、
三
重

塔
（
１
８
２
７
年
）、
本
坊
（
１
８
９

５
年
）、大
師
堂
（
１
９
１
３
年
）
な
ど
、

近
世
後
期
か
ら
近
代
に
か
け
て
の
建
築
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が
主
体
を
占
め
ま
す
。

　
１
８
０
０
年
に
刊
行
さ
れ
た
「
四
国

遍
礼
名
所
図
会
」
に
描
か
れ
た
鶴
林
寺

の
諸
堂
の
配
置
を
見
る
と
現
在
と
大
き

な
違
い
が
な
く
、
往
時
の
景
観
が
保
た

れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

  

今
後
の
保
護

　

鶴
林
寺
の
景
観
は
諸
堂
と
境
内
地
の

石
垣
、
周
辺
の
山
林
が
渾
然
一
体
と
な

り
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
景

観
を
保
全
し
て
い
く
こ
と
が
、
鶴
林
寺

を
史
跡
と
し
て
保
護
･
保
存
す
る
う
え

で
重
要
で
す
。
今
後
、
お
寺
や
地
域
住

民
と
連
携
を
深
め
、
周
辺
の
遍
路
道
と

一
体
と
な
っ
た
文
化
財
と
し
て
保
護
･

保
存
と
活
用
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

指定全体範囲図
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かつうら移/住/者

◎家族構成　ご本人、妻
◎移住年　2016 年 3月
◎移住前の住所　東京都足立区
◎現在の仕事　みかん農家

夫
婦
ふ
た
り
で

一
緒
に
で
き
る
仕
事
を
つ
く
る
。

そ
の
夢
を
叶
え
る
場
所
を
探
し
て

　

勝
浦
町
に
移
住
す
る
前
は
、
お
互

い
東
京
都
内
で
仕
事
を
し
て
い
ま
し

た
。
東
京
で
の
仕
事
は
忙
し
い
な
か

充
実
感
も
あ
り
ま
し
た
が
、
た
と
え

ば
子
育
て
な
ど
、
今
後
生
活
環
境
が

変
わ
っ
て
い
く
中
で
、
同
じ
仕
事
を

続
け
ら
れ
る
想
像
が
つ
か
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
い
つ
し
か
夫
婦
二
人
で

一
緒
に
仕
事
が
出
来
れ
ば
と
考
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
際
、
東

京
の
よ
う
に
競
争
の
激
し
い
場
所
で

は
な
く
競
争
相
手
の
少
な
い
田
舎
で

自
分
た
ち
で
仕
事
を
作
っ
て
い
く
、

と
い
う
こ
と
を
夢
見
て
、
沖
縄
県
は

じ
め
宮
崎
県
や
山
口
県
な
ど
温
暖
な

場
所
で
の
移
住
を
検
討
し
て
い
ま
し

た
。
そ
ん
な
中
、
東
京
で
開
催
さ
れ

た
四
国
暮
ら
し
フ
ェ
ア
で
、
勝
浦
町

の
「
貯
蔵
み
か
ん
後
継
者
マ
ッ
チ
ン

グ
事
業※

１
」を
知
っ
た
こ
と
が
き
っ

か
け
と
な
り
、
勝
浦
町
に
移
住
し
て

き
ま
し
た
。

　

移
住
前
に
、
坂
本
家
を
利
用
し
、

二
度
勝
浦
町
に
滞
在
し
ま
し
た
が
、

現
在
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
農
家
さ

ん
は
じ
め
、
移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
、
役
場
の
方
、
地
域
の
方
の
温

か
く
親
切
な
対
応
に
も
感
激
し
ま
し

た
。
ま
た
、
私
た
ち
が
継
ぐ
事
に
な

る
園
地
の
景
観
や
、
住
居
と
な
る
古

民
家
の
た
た
ず
ま
い
も
す
ば
ら
し
く
、

こ
こ
で
な
ら
自
分
た
ち
の
目
標
と
し

て
い
る
生
活
が
実
現
で
き
る
と
い
う

予
感
を
得
た
こ
と
が
決
め
手
と
な
り

ま
し
た
。

住
み
や
す
く
、楽
し
い
町

　

勝
浦
町
に
は
病
院
や
ス
ー
パ
ー
が

あ
り
、
生
活
の
不
便
さ
を
感
じ
る
こ

と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
車
を

運
転
す
る
機
会
は
増
え
ま
し
た
が
、

そ
の
ぶ
ん
行
動
範
囲
が
広
が
っ
て
、

東
京
に
い
た
と
き
よ
り
も
遊
び
に
行

く
機
会
や
場
所
が
増
え
ま
し
た
。
上

勝
の
ダ
ム
湖
で
カ
ヤ
ッ
ク
を
楽
し
ん

だ
り
な
ど
遊
べ
る
場
所
も
多
く
、
充

実
し
た
余
暇
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
内
外
問
わ
ず
面
白
い
活
動

さ
れ
て
い
る
方
々
と
知
り
合
う
こ
と

も
多
く
、
そ
う
い
う
方
た
ち
と
組
む

こ
と
で
、
勝
浦
町
で
も
何
か
面
白
い

こ
と
が
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、

期
待
も
ふ
く
ら
ん
で
い
ま
す
。

も
う
一
つ
の
目
標

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
開
業
を
め
ざ
し
て

　

今
季
収
穫
し
、
貯
蔵
し
た
み
か
ん

の
出
荷
が
終
わ
れ
ば
、
私
た
ち
も
み

Vol.4

石川  翔さん夫妻

夫婦そろって仕事をする、そんな生活が勝浦町で実現

古民家を改修し、住居兼ゲストハウスとして開業予定

古民家改修はワークショップ形式で、イベントとしても行う

集特
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勝
浦
町
の

知
人
に
、
勝
浦
町
へ
の
移
住
を
検
討

し
て
い
る
方
が
い
れ
ば
、
ぜ
ひ
と
も

ご
紹
介
く
だ
さ
い
ま
せ
。

移
住
者
向
け
サ
ー
ビ
ス

◎お試し定住施設「坂本家」
坂本地区にある 2日～ 3ヶ月の間、
移住希望者に格安でお貸ししている
生活体験型シェアハウスです。移住希望の方に紹介する

物件を募集しています。

利用予定のない家を
空家バンクへ
登録しませんか？

◎勝浦町移住ホームページ
　カツ・ユー・ライフ

産業交流課まで

http://katsu-u-life.jp/ Tel:050-3438-7728 平日 8:30 ～ 17:00
※写真はイメージです※写真はイメージです※写真はイメージです

か
ん
栽
培
を
通
年
で
経
験
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
作
業
し
な
が
ら
、
た

わ
わ
に
実
っ
た
み
か
ん
の
木
の
並
ぶ

様
子
を
眺
め
た
り
、
朝
夕
の
山
の
景

色
の
変
化
に
驚
く
こ
と
も
多
く
、
私

た
ち
は
す
ば
ら
し
い
環
境
の
中
で
仕

事
が
で
き
て
い
る
な
と
、
幸
せ
な
気

持
ち
に
な
り
ま
す
。

　

み
か
ん
農
家
と
し
て
美
味
し
く
安

全
な
み
か
ん
を
消
費
者
に
届
け
る
こ

と
も
し
っ
か
り
と
や
っ
て
い
き
た
い

で
す
が
、
も
う
一
つ
の
目
標
と
し
て
、

今
年
の
夏
に
自
宅
を
使
っ
た
ゲ
ス
ト

ハ
ウ
ス
の
開
業
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

海
外
で
盛
ん
な
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
を

モ
デ
ル
と
し
て
、
農
家
の
日
常
を
お

客
様
と
共
に
過
ご
す
こ
と
で
、
都
市

生
活
者
や
海
外
の
方
に
特
別
な
体
験

を
提
供
す
る
よ
う
な
宿
に
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
み
か
ん
栽
培
は
、

作
業
を
行
う
時
期
に
メ
リ
ハ
リ
が
あ

り
、
半
農
半
Ｘ※

２
の
よ
う
に
兼
業

で
仕
事
を
す
る
の
に
適
し
た
作
物
だ

と
感
じ
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
は
じ
め
た

ば
か
り
で
す
が
、
私
た
ち
の
姿
を
見

て
、
み
か
ん
農
家
を
継
ぐ
こ
と
も
面

白
そ
う
だ
な
と
思
っ
て
く
れ
る
方
が

増
え
れ
ば
嬉
し
い
で
す
ね
。

※

１　

園
地
の
後
継
者
を
募
集
し
た
い
農
家
と
の
協
力
で
、
移
住
者
募
集
を
行
っ
た
も
の
。
農
地
等
の
売
買
を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※

２　

生
活
に
農
業
を
取
り
入
れ
、
そ
れ
と
は
別
の
職
業
・
才
能
で
社
会
に
貢
献
す
る
生
き
方
や
暮
ら
し
方
。

集特
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徳
島
県
軟
式
野
球
連
盟

優
秀
選
手

　
11
月
20
日
㈰
、
オ
ロ
ナ
ミ
ン
Ｃ
球
場

に
お
い
て
、
平
成
28
年
度
徳
島
県
軟
式

野
球
連
盟
優
秀
選
手
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

学
童
の
部
に
お
い
て
尾
山 
光
く
ん
（
生

名
／
生
比
奈
小
学
校
６
年
）
が
優
秀
選

手
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
尾
山
く
ん
は
、
生
比
奈
少
年
野
球
ク

ラ
ブ
の
主
将
と
し
て
チ
ー
ム
を
け
ん
引

し
、
選
手
と
し
て
も
素
晴
ら
し
い
プ

レ
ー
で
チ
ー
ム
の
勝
利
に
大
き
く
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

　
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
期

待
し
ま
す
。

　
11
月
９
日
㈬
か
ら
10
日
㈭
に
か
け
て
、

１
年
生
が
ふ
れ
あ
い
の
里
さ
か
も
と
で

ふ
る
さ
と
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

　
１
日
目
は
み
か
ん
収
穫
体
験
の
あ
と
、

地
元
の
野
菜
を
い
っ
ぱ
い
使
っ
た
田
舎

カ
レ
ー
を
作
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、

を
使
っ
て
焼
き
い
も
づ
く
り

も
し
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
ポ
イ
ン
ト

で
写
真
を
撮
り
な
が
ら
オ
リ
エ
ン
テ
ー

リ
ン
グ
を
す
る
フ
ォ
ト
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ

を
行
い
、
班
ご
と
に
目
的
地
を
探
し
な

が
ら
走
っ
た
り
歩
い
た
り
し
ま
し
た
。

夜
に
は
み
か
ん
を
使
っ
た
不
思
議
な
実

験
で
楽
し
み
、
球
技
大
会
で
は
体
育
館

い
っ
ぱ
い
に
響
き
渡
る
声
援
で
盛
り
あ

が
り
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
、

ス
タ
ッ
フ
の
方
々
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
な
が
ら
竹
細
工
で
箸
づ
く
り
と
竹
と

ん
ぼ
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
豊
か
な
自
然
に
包
ま
れ
た
地
域
を
駆

け
巡
り
、
も
の
づ
く
り
や
た
く
さ
ん
の

体
験
を
と
お
し
て
地
域
の
魅
力
を
満
喫

し
た
２
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
11
月
19
日
㈯
、
徳
島
県
中
学
校
駅
伝

競
走
大
会
が
大
塚
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
が
近
づ
く
に

つ
れ
、
毎
朝
の
練
習
に
も
活
気
が
み
な

ぎ
り
、
走
り
に
も
力
強
さ
が
増
し
て
き

ま
し
た
。

　
本
番
で
は
、
女
子
は
５
区
間
の
す
べ

て
で
10
位
台
を
キ
ー
プ
し
て
55
チ
ー
ム

中
16
位
、
男
子
は
６
区
間
の
す
べ
て
で

９
分
台
後
半
か
ら
10
分
台
前
半
に
タ
イ

ム
を
ま
と
め
59
チ
ー
ム
中
17
位
と
、
男

女
と
も
に
大
健
闘
で
し
た
。
走
っ
た
選

手
は
も
ち
ろ
ん
、
控
え
に
ま
わ
っ
た
選

手
か
ら
も
「
一
秒
で
も
早
く
」
の
想
い

が
あ
ふ
れ
、
チ
ー
ム
が
一
つ
に
な
り
ま

し
た
。

　
４
日
か
ら
は
阿
波
路
を
駆
け
る
徳
島

駅
伝
が
始
ま
り
ま
す
。「
勝
浦
郡
代
表

と
し
て
精
一
杯
頑
張
り
た
い
。」「
走
れ

た
ら
み
ん
な
の
分
ま
で
頑
張
り
、
出
場

で
き
な
く
て
も
選
手
を
サ
ポ
ー
ト
を
し

た
い
。」
と
や
る
気
を
み
な
ぎ
ら
せ
て

い
ま
す
。
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12
月
10
日
㈯
に
勝
浦
町
民
体
育
館
で
行
わ

れ
た
『
子
育
て
パ
パ
・
マ
マ
〝
知
事
と
わ
い
わ

い
〞（
Ｈ
Ａ
Ｇ
Ｈ
Ａ
Ｇ
事
業
）』
で
は
、
勝
浦
町

の
乳
幼
児
親
子
や
家
族
が
参
加
し
、
バ
ル
ー
ン

や
ダ
ン
ス
等
の
運
動
あ
そ
び
を
し
た
り
、
知
事

サ
ン
タ
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

受
け
取
っ
た
り
、
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
意
見
交
換
会
で
は
、
勝
浦

町
の
子
育
て
環
境
に
つ
い
て

多
く
の
意
見
や
質
問
が
あ
り
、

徳
島
県
知
事
と
有
意
義
な
話

し
合
い
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

子育てパパ・ママ
”知事とわいわい”

　

12
月
４
日
㈰
、
10
日
㈯
、
11
日
㈰
と
勝

浦
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
他
に
お
い
て
、
第
23

回
徳
島
県
選
抜
少
年
野
球
勝
浦
郡
み
か
ん

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
生
比
奈
少
年

野
球
ク
ラ
ブ
、
勝
浦
タ
イ
ガ
ー
ス
及
び
県
内

外
各
地
か
ら
49
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
、
生
比
奈
少
年
野
球
ク
ラ

ブ
が
準
優
勝
の
成
績
を
収
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

地
元
か
ら
出
場
し
た
勝
浦
タ
イ
ガ
ー
ス

は
、
３
回
戦
ま
で
勝
ち
上
が
っ
た
も
の
の
、

海
北
少
年
野
球
部
に
２
対
３
で
惜
敗
し
ま
し

た
。
一
方
、
生
比
奈
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
は
、

決
勝
に
進
出
し
羽
ノ
浦
パ
ピ
ヨ
ン
と
対
戦
、

惜
し
く
も
敗
れ
ま
し
た
が
、
最
後
ま
で
あ
き

ら
め
な
い
全
員
野
球
で
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の

姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
次
の
皆
さ
ん
が
個
人
賞
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

優
秀
選
手
賞　
安
東　
直
人
く
ん

敢
闘
賞　
　
　
湊　
　
奎
心
く
ん

　
　
　
　
　
　
麻
植　
太
晴
く
ん

　
　
　
　
　
　
松
本　
健
志
く
ん

第23回徳島県選抜少年野球勝浦郡みかん大会
生比奈少年野球クラブ準優勝

　

1
月
19
日
㈭　

　
　
　
　

午
後
３
時
〜
４
時

HAGHAG事業
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１
月
31
日
㈫

　

１
月
４
日
㈬
〜
13
日
㈮

１
月
31
日
㈫
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１
月
16
日
㈪
〜
26
日
㈭

（
土
・
日
を
除
く
）

　

３
月
１
日
㈬
〜
31
日
㈮

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

　

１
月
16
日
㈪
〜
26
日
㈭

（
土
・
日
を
除
く
）

　

３
月
１
日
㈬
〜
31
日
㈮

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

infomationinfomation



20

採用予定時期 御相談をさせていただきます。

募 集 職 種
応 募 資 格

応 募 方 法

昭和56年４月２日以降に生まれた者で、看護師の免許を有する者

平成28年度 勝浦町職員募集案内（勝浦病院）

　平成29年１月４日㈬から１月31日㈫までの間（土・日・祝日は除く）午
前８時30分から午後５時15分までに持参又は郵送でお申し込みください。
　必要な提出書類、選考日時等については、別途本人に通知いたします。
　詳しくは、勝浦町役場企画総務課までお問い合わせください。

看護師（正規職員）　１名

１
月
４
日
㈬
〜
18
日
㈬

　

１
月
４
日
㈬
〜
１
月
31
日
㈫

〜
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１
月
31
日
㈮ 

消
印
有
効

　

１
月
８
日
㈰午前

9
時
〜
午
後
5
時　

１
月
９
日
㈷午前

9
時
〜
午
後
4
時　

（表面）

勝
浦
町
大
字
久
国
字
久
保
田
２

-

１

勝
浦
町
教
育
委
員
会
内

勝
浦
中
学
校
創
立
50
周
年
記
念
誌

　
　
　
　
　
　
　
　

応
募
受
付
係 

行

７７１４３９５

（裏面）
①
郵
便
番
号

②
住
所

③
氏
名（
１
名
の
み
ご
記
入
く
だ
さ
い
。）

④
電
話
番
号

⑤
メ
ッ
セ
ー
ジ

（
勝
浦
中
学
校
へ
の
思
い
出
等
、

　
　
　
　
　
　
ご
記
入
く
だ
さ
い
。）

infomationinfomation
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申告書にはマイナンバー（個人番号）を記載す
る欄を設けており、申告者ご本人や控除対象配
偶者、扶養親族及び事業専従者などのマイナン
バーの記載が必要です。

申告書を提出する際には、申告者ご本人の※本
人確認書類の提示又は写しの添付が必要です。
なお、控除対象配偶者、扶養親族及び事業専従
者などの本人確認書類は不要です。

～徳島税務署からのお知らせ～

が必要になります。
マイナンバーカードを利用して、ご自宅等のパソコンから で送信する場合は、本人
確認書類を別途送付する必要はありません！

※【本人確認書類】 例１ マイナンバーカード
例２ 通知カード ＋ 運転免許証、公的医療保険の被保険者証 など

税　　　　　　　目 申告・納税期限 振替納税の口座振替日
所 得 税 及 び 復 興 特 別 所 得 税 3月15日㈬ 4月20日㈭
個人事業者の消費税及び地方消費税 3月31日㈮ 4月25日㈫
贈 与 税 3月15日㈬ 口座振替はご利用できません

確定申告会場 は、
２月14日㈫からです！

※２月13日以前は、申告会場を設けておりませんので、ご注意ください。

開設場所
開設期間

受付時間

アスティとくしま（徳島市山城町東浜傍示１）

平成29年２月14日㈫～３月15日㈬
ただし、土曜日と２月19日・２月26日を除く日曜日は閉庁しています。

午前９時～午後４時 （混雑時には、受付を早めに締め切ることがあります。）

※徳島税務署庁舎内には確定申告会場は設置しておりません。

ポイント
１

ポイント
2

”ご自宅等で申告書が作成できます！”

※ご利用にあたっては、別途事前に手続き等が必要です。

平成28年分以降の所得税等の確定申告書には、
マイナンバー（12桁）の記載 本人確認書類の提示又は写しの添付

申告と納付期限等

■お問い合わせ先　徳島税務署　〒770-0847　徳島市幸町三丁目54　☎088（622）4131
　　　　　　　　　国税庁ホームページ（www.nta.go.jp）
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◆行事予定

　子育てサークル「はぐくみクラブ」の１月の行事をお知らせ
します。子育て中のお父さんお母さん同士の交流を広げ、親も
子どもも気軽に楽しめるサークルです。孫育て中のおじいちゃ
んおばあちゃんも参加できます。
　一度遊びにきませんか。

◆時　間　午前10時～11時30分（行事）
◆場　所　勝浦みかん保育園
◆対象者　０歳～５歳
　　　　（家庭で保育されている
　　　　　子どもと保護者）

１月

平日　午前９時30分～11時30分
　　　午後１時00分～４時00分

　勝浦みかん保育園では、子育てに関する
相談を行っています。気軽にご相談くださ
い。
◆相談時間　平日 午前８時30分～午後５時30分
◆場　所　勝浦みかん保育園
◆内　容　乳幼児に関する来園相談・電話相談

◆行事予定

◆日　時　毎週金曜日（午前10時30分～11時30分）
◆場　所　勝浦町役場隣の住民福祉センター

２階多目的室（20日は石原集会所
（沼江字神谷126番地）で行います）

◆対象者　0～5歳児（家庭で保育されている
子どもと保護者）並びに妊婦さん

13日㈮
親子ヨガ（動きやすい服装で水分補給でき
るものをご持参ください）＆アロマオイルで
除菌スプレーを作ろう☆

27日㈮
1月生まれのお誕生日会＆わかばちゃんタイム
～リトミックや工作、親子で一緒に楽しもう！～
講師：学研かつうら教室　石 田 史 恵 先生

☎0885（42）2246　IP050（3438）9653  お問い合わせ・お申し込み先 IP

4日㈬ ☆お正月遊び・伝承遊び

18日㈬ ☆1月生まれのお誕生会
25日㈬ ☆節分の飾り作り
30日㈪ ☆こすもす保育園児との交流

20日㈮ お餅つき（石原集会所にて）

11日㈬ ☆親子講習会「咳の病気」☆看護師による身体測定・発育、発達相談

■勝浦町役場 福祉課 はぐくみクラブ事務局
　☎0885（42）1502　IP㈹050（3438）7148  
　http://blog.goo.ne.jp/hagukumi_2006

お問い合わせ・お申し込み先

IP
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　高額療養費制度とは、医療機関で医療費を一定額以上負担したとき、超えた分を国
保が負担する制度です。事前に国保に申請し、限度額認定証の交付を受ければ、医療
費が高額になる場合でも、窓口での支払は自己負担限度額までとなります。

※平成27年１月以降に70歳となった国保被保険者がいる世帯で、基礎控除後の総所得金額の合
計額が210万円以下の場合は｢一般｣の区分となります。
※70歳以上75歳未満の現役並み所得者・一般の人は、高齢受給者証で所得区分が確認できるた
め、認定証は必要ありません。

※過去12ヵ月以内に同じ世帯での支給が４回以上あった場合の４回目以降の限度額です。

　事前に限度額認定証の交付を受けないで、窓口負担金が高額になった場合の｢高額療養費｣
は、申請しないと支給されません。国保からの｢高額療養費｣該当のお知らせは、早くても診
療月から2ヵ月くらいかかります。申請には、領収書が必ず必要ですので、捨てずに大事に
保管しましょう。

上位所得者 基礎控除後の総所得金額
901万円超

252,600円 ＋ 医療費が842,000円を超えた
場合は、その超えた分の1% 140,100円

所得区分 所得要件 自己負担限度額（月額）3回目まで 4回目以降※

上位所得者 基礎控除後の総所得金額
600万円超901万円以下

167,400円 ＋ 医療費が558,000円を超えた
場合は、その超えた分の1% 93,000円

一　　般 基礎控除後の総所得金額
210万円超600万円以下

80,100円 ＋ 医療費が267,000円を超えた
場合は、その超えた分の1% 44,400円

一　　般
基礎控除後の総所得金額
210万円以下
（住民税非課税世帯を除く）

57,600円 44,400円

住民税
非課税世帯 住民税非課税世帯 35,400円 24,600円

【70歳未満の人の限度額】

【70歳以上75歳未満の人の限度額】

現役並み
所 得 者

同じ世帯に住民税課税所得145万
円以上の70歳以上75歳未満の国
保被保険者がいる人

44,400円
80,100円＋医療費が267,000円を
超えた場合は、その超えた分の1%
（4回目以降は44,400円）

低所得者Ⅱ
同じ世帯の世帯主および国保被保
険者が住民税非課税の人
（低所得者Ⅰ以外の人）

8,000円 24,600円

低所得者Ⅰ

同じ世帯の世帯主および国保被保
険者が住民税非課税で、その世帯
の各所得が必要経費・控除を差し
引いたときに0円となる人

8,000円 15,000円

一　般 現役並み所得者以外の住民税課税
世帯の人 12,000円 44,400円

所得区分 所得要件 自己負担限度額（月額）
外来（個人単位） 外来＋入院（世帯単位）

国保と医療費
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　本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。
　さて、勝浦町では、勝浦病院、喜楽苑、オレンジ荘、清流苑およ
び町役場が連携して、医療・介護・生活支援を一体的に提供し、勝
浦町の皆さんが住み慣れた地域で自分らしい生活を人生の最後まで
続けられるように地域包括ケアを実践しています。勝浦病院はかか

りつけ医として地域包括ケアシステムの中心的役割を担っています。
　勝浦病院では、平成28年12月から地域包括ケア病床を導入し、理学療法士を増員す
ることによってリハビリテーションを強化しています。徳島赤十字病院で手術や脳卒
中などの急性期治療を終えた患者さんを地域包括ケア病床に受け入れてリハビリテー
ションを継続し自宅等に復帰できるまで支援することが可能となりました。
　また、より充実した医療が提供できるように平成29年度より勝浦病院の常勤医の増
員を図り、勝浦町の皆さんが利用しやすく信頼される病院を目指したいと思います。

勝浦病院もTwitter始めました！
外来担当医師について、休診情報やイベント情報・担当者の
独り言などを随時、発信していきます。また、災害時など平時と異なる対応が
必要とされる場合にも情報を発信する予定です。

異なる対応が

年始の診療は
1月4日㈬から始まります。す。

　インフルエンザが流行する季節となり、県
内の広い地域から報告がされています。県西
では学級閉鎖の報告もあり、今後ますます流
行すると思われます。特に、小さいお子さん
や、妊婦・高齢者・慢性疾患を患っている方
は注意が必要です。
　インフルエンザ予防のために、しっかり手
洗い・うがい！きちんとマスク！で感染を防ぎ
ましょう。また、38度以上の発熱があり、咳
やのどの痛み、全身の倦怠感を伴うなど、イ
ンフルエンザが疑われる症状がでた場合には
早めに医療機関を受診してください。

■場所　勝浦病院 ２階 多目的室
■時間　午後１時30分から１時間程度
■費用　無料です。
■その他　お申し込みは不要で自由参加です。

日

10日㈫
17日㈫
24日㈫

担  当

栄養士
薬剤師
看護師

内  容
食事について
薬について
生活と運動について

１月の糖尿病教室は次のとおりです。

平賀院長

インフルエンザに注意

「「「「 のののののののの とししてしししししししししててとととととしととと「あなたのかかりつけ医「あなたのかかりつけ医として」ててててててててててててて」てて」」
IP
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内　　容 受付時間 場　所 持参するもの日 曜 対  象  者

IP

健康手帳勝 浦 会 館 住民健 康 相 談 10：00～11：00

20 金 生名センター 健康手帳住民
健 康 相 談 13：30～14：00
A E D 講 習 会 14：00～15：00

10 火 沼江コミュニ
ティセンター 健康手帳住民

健 康 相 談 9：30～10：00
運 動 教 室
（講師：仁木哲哉先生） 10：00～11：00

24 火 掛谷集会所 健康手帳住民
健 康 相 談 9：30～10：00
運 動 教 室
（講師：澁谷恵子先生） 10：00～11：00

乳 児 健 康 診 査 13：30～14：005 木 農村環境改善
セ ン タ ー

母子健康手帳
子どもノート

平成28年6月1日～
10月31日生まれの子

股関節脱臼検診 13：30 母子健康手帳
問診票

平成28年9月1日～
12月31日生まれの子

乳 児 健 康 診 査 13：45～14：15 母子健康手帳
子どもノート

平成28年7月1日～
11月30日生まれの子

1 歳 児 2 歳 児
健 康 診 査 13：30～14：0012 木 農村環境改善

セ ン タ ー
母子健康手帳
子どもノート

平成26年10月1日～平成
27年1月31日生まれの子
平成27年10月1日～平成
28年1月31日生まれの子

イキイキ元気教室
（認知症予防教室） 10：30～12：00 住民福祉センター

３階ホール 参加費500円住民（65歳以上の方）
11 水

25 水 パワーアップ教室
（介護予防教室） 10：30～12：00 住民福祉センター

３階ホール 参加費500円住民（65歳以上の方）

2　
／
 9 木

農村環境改善
セ ン タ ー

実施場所
受付期間

検査方法

国民健康保険勝浦病院
平成29年２月28日㈫まで

スパイロメーターという計測器を使い、肺活量等を測定します。

受診方法
国民健康保険勝浦病院に電話予約をお願いします。
※検診当日、病院の受付窓口にて質問票をお渡ししますのでご記入ください。
☎0885（42）2555 / ■050（3438）7441

対 象 者

以下に該当する方
●●満40歳以上で喫煙指数が高リスク（喫煙指数600以上）の方 ※下の計算式に当てはめてください。
 たばこを吸う人　　1日に（a　　）本、（b　　　）歳から（c　　）歳まで吸っている
 たばこをやめた人　禁煙前は1日に（a　　）本、（b　）歳から（c　　）歳まで吸っていた
 1日の本数（a　　）×吸った年数（b－c＋1     ）年＝喫煙指数（　　）
※喫煙指数600以上は高危険群

検 査 料 1,000円　 ※満70歳以上、町民税非課税世帯、生活保護世帯の方は無料です。受付
窓口にてお申し出ください。

IP

肺機能検診を受けてみませんか？
　COPD（慢性閉塞性肺疾患）をご存知でしょうか。徳島県では、COPDの死亡率が全国で1位（平成
26年人口動態統計）となっており対策が急がれます。一方では、COPDの認知度が低く、なかなか早
期発見には結びついていません。
　このことから、町では今年度から新たにCOPDの早期発見を目的とした肺機能検診を次のとおり実施
します。この機会にぜひ受診しましょう。
　COPDとは、タバコ煙を主とする有害物質を長期に吸入することで生じる肺の炎症性疾患です。症状
としては、徐々に生じる労作時の呼吸困難や慢性の咳、痰を特徴とします。（ただし、これらの症状に
乏しいこともあります。）症状が進行すると、呼吸不全から死に至ることもあります。
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・・ 　　 平成29年3月31日㈮まで
・・ 高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種　委託医療機関

・・ 　　 1回

・・ 　　 4,000円（ただし生活保護の方は無料です。）

・・
①希望される方は、接種する医療機関に事前に予約が必要です。
②予診票は必ず記入し「高齢者肺炎球菌を受けられる方へ」をご家庭で熟読し、理解した
うえで接種を受けましょう。予診票、保険証、接種料金をご持参ください。
③予防接種を受けた後、接種済証を受け取り、接種料金を医療機関窓口で支払ってください。
④予診票等の関係書類をなくされた方は、福祉課保健師までご連絡ください。

　町では、高齢者肺炎球菌ワクチンの定期接種を実施しています。
（平成28年度の対象となる方には４月に関係書類をお送りしています。）
　接種を希望される方は、医療機関にお申し込みの上、予防接種を受け
ましょう。接種期間は、平成29年３月31日までです。
　なお、この予防接種はＢ類疾病の予防接種です。接種を希望される方は、
予防効果や副反応などについて、十分に理解したうえで、医師と相談し
接種をお願いします。

年齢
65歳
70歳
75歳
80歳
85歳
90歳
95歳
100歳

対象生年月日
昭和26年４月２日生～昭和27年４月１日生まれの方
昭和21年４月２日生～昭和22年４月１日生まれの方
昭和16年４月２日生～昭和17年４月１日生まれの方
昭和11年４月２日生～昭和12年４月１日生まれの方
昭和６年４月２日生～昭和７年４月１日生まれの方
大正15年４月２日生～昭和２年４月１日生まれの方
大正10年４月２日生～大正11年４月１日生まれの方
大正５年４月２日生～大正６年４月１日生まれの方

①平成28年度に次の年齢となる方

②接種日において、60～64歳の方で、心臓、腎臓、呼吸器に日常生活が極度に制限され
る重い病気がある方及びヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能障害で日常生活がほとん
どできない方。接種を希望される方は、事前に福祉課への申請が必要です。

・・対象者 勝浦町に住民票があり、次の①または②に該当する方。ただし、過去に23価
肺炎球菌ワクチンの予防接種を受けたことがある方は対象とはなりません。

保 健 IP
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　日本に住む20歳から60歳未満のすべての人は国民年金に加入し、保険料を納める
ことになっています。
　国民年金は、老後の生活保障だけでなく、万が一、病気やケガで障害が残ったときや、
一家の働き手が亡くなったときなど、あなたやあなたの家族を守ってくれます。
　ただし、加入の届出や保険料の納め忘れがあると年金が受けられないこともありま
すので、「あの時に…」と後悔する前に、国民年金に加入しましょう。
　加入の手続きは、役場の国民年金担当係または年金事務所へお尋ねください。
（20歳前に就職して厚生年金等に加入中の方は、加入手続きが不要です。）
　なお、学生の方や収入が少なく保険料の納付が困難な方の場合は、「学生納付特例」
や「納付猶予」など保険料の支払いを猶予する制度がありますので、役場で国民年金
の加入手続きと併せて申請してください。

　公的年金制度では、すべての制度に共通して使用される基礎年金番号が用いられています。
　国民年金や厚生年金に加入すると基礎年金番号が記載された年金手帳が交付され、加入記
録や保険料の納付状況などがこの番号で管理されます。
　年金手帳は、年金に関する手続きの際に必要となりますので、大切に保管してください。

国民年金の納付は、３種類の基礎年金があります。

死亡した方に生計維持され
ていた「子のある配偶者」
または「子」が受けられます。

病気やケガで障害の
状態になった方が受
けられます。

65歳から生涯受け
られます。

被保険者の
種　　　類

対 象 者

保 険 料

国庫負担

第１号被保険者

20歳以上60歳未満の
自営業の方、農林漁業
の方、学生の方など

国民年金保険料
【定額】16,260円
（平成28年度）

平成28年度における基礎年金の国庫負担割合については1/２となります。
（平成21年３月分までは1/3）

第３号被保険者

第２号被保険者に扶
養されている配偶者

被保険者本人は保険
料負担を要しない。
配偶者の加入している
年金の保険者が負担

第２号被保険者

会社員、
公務員など

厚生年金保険料率
18.182％
（平成28年9月分～）
労使折半で保険料負担

年金手帳は大切に保管しましょう
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日 月 火 水 木 金 土

県立図書館協力巡回日休館日

年始休館日  1月1日㈰～3日㈫

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31

図書館図書館だより

★図書館が閉まっている時の返却本は、玄関横のブックポストに入れてください。
　なお、CD・DVDなどは、開館時間内に館内受付カウンターに返却してください。

　冬期スタンプラリー期間中に借りた本の
冊数分にあわせてスタンプを押します。
たくさん本を読んで景品と交換しよう。

　12月17日㈯～１月29日㈰
　中学生以下の希望者

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
、
新
春
を
寿
い
で
い
ら
っ
し

ゃ
る
こ
と
と
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日

ご
ろ
図
書
館
を
ご
活
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と

に
対
し
ま
し
て
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
近
年
に
お
け
る
図
書
館
の
利
用
者
数
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会
の
普
及
や
人
口
減
少
問
題
な

ど
が
あ
り
、
全
国
的
に
逓
減
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の

こ
と
か
ら
当
館
に
お
い
て
は
、
一
昨
年
よ
り
、
お
子

さ
ま
を
対
象
と
し
た
「
夏
休
み
読
書
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

ー
」
や
「
冬
期
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
を
開
催
し
、
一

人
で
も
多
く
、
一
回
で
も
多
く
の
ご
来
館
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
利
用
の
皆
さ
ま
の
利
便
性
向
上
を
め
ざ

し
て
、
昨
年
十
月
に
本
町
Ｈ
Ｐ
か
ら
ご
利
用
い
た
だ

け
る
「
図
書
館
蔵
書
検
索
」
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま

し
た
。
現
在
は
、
当
館
の
蔵
書
検
索
の
み
で
す
が
、

本
年
二
月
よ
り
は
、
徳
島
県
立
図
書
館
や
同
館
と
リ

ン
ク
し
た
県
内
図
書
館
の
蔵
書
検
索
も
可
能
と
な
る

予
定
で
あ
り
ま
す
。

　

本
年
も
、
皆
さ
ま
に
一
層
愛
さ
れ
、
親
し
ま
れ
る

図
書
館
と
な
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

図
書
の
貸
出
し
は
も
と
よ
り
、
掛
軸
展
示
会
や
化
石

展
・
写
真
展
、
漫
画
・
ポ
ス
タ
ー
教
室
、
夏
休
み
子

ど
も
木
工
教
室
と
い
っ
た
お
な
じ
み
の
催
し
も
含
め
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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電話又は年金相談窓口で受付
予約の際は、『基礎年金番号』『相談者及び配偶者
氏名』『電話番号』『相談内容』等について確認さ
せていただきます。

　 0570（05）1165（ねんきんダイヤル）
　 088（652）1511（徳島南年金事務所 お客様相談室）

予約制による年金相談の実施
日時　１月14日㈯ 
　　　受付時間 午前9時30分～午後3時

日時　１月4日㈬・10日㈫・16日㈪・23日㈪・
　　　30日㈪
　　　午前8時30分～午後6時

ペットボトル・白色トレイ回収日程表

ビン（無色･茶色･その他）回収日程表

６日㈮

20日㈮

古紙回収日程表 （１・２月）

１月８日㈰～１月13日㈮
１月29日㈰～２月３日㈮
１月８日㈰～１月13日㈮
２月５日㈰～２月10日㈮

17日㈫

綿100％古着回収日程表

19日㈭

①段ボール　
②新聞紙・折込チラシ

③古本・雑誌・紙

古紙回収にご協力を!

IP

ごみは正しく出して美しい町をつくりましょう
分別ステーション設置地区は、 毎日出すことができますが、 年末
年始等の連休には集中しないように計画的に出してください。１月

クリーン情報
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　平成29年使用の交通安全年間スローガンが次のとおり決定しました。
　入賞作品は、１年間、交通安全運動のキャンペーン等に使用されます。
　本年も、この「交通安全年間スローガン」を活用して、交通ルールの遵守と正しい
交通マナーの実践を促し、交通事故防止に努め、安全・安心な徳島を実現しましょう。

  一般部門Ａ　 運転者（同乗者を含む）へ呼びかけるもの

  一般部門Ｂ　 歩行者・自転車利用者へ呼びかけるもの

  こども部門　 小・中学生へ交通安全を呼びかけるもの

交通企画課

※この交通安全年間スローガンは、一般財団法人全日本交通安全協会と毎日新聞社の共催により募集されたものです。
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大 本イワヱ

日 月 火 水 木 金 土
１月 勝浦郡夜間救急当番表

1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

～～

大字星谷字宮原 岡　 和 平
徳島市 小 川麻 由
大字沼江字高開 藤 木浩史
徳島市 池 田　 藍
大字三溪字市ノ江 武 田省 吾
徳島市 岡部季美花

大字星谷字高関 野 口 　 忠
大字沼江字神谷 瀬 戸 市 子
大字生名字野口 前 川 和 夫

大 字 三 溪 字 林 宮 本 裕
大字生名字神ノ木 髙 木 義 夫

大字生名字山ノ神 鶴本ミヤノ
大字中角字豊田 多 田 吉 子

大字坂本字久良田 奏 多末 和也
　　絵美

そう た

日時　１月６日㈮・13日㈮・20日㈮・27日㈮
　　　午後１時～４時30分
場所　勝浦町住民福祉センター１階
内容　人権・行政・厚生・福祉

　

IP

IP

お休みです
７㈯・14㈯
21㈯・28㈯
15㈰・22㈰
23㈪

５㈭・19㈭
13㈮

陶 芸

踊 り

歌 謡
生け花

大正琴

午後 7:30～9:30

午後 7:30～9:30

午後 7:30～9:30
午後 7:30～9:30

㈭ 午後 1:00～3:00
㈮ 午後 7:30～9:30

　みなさまにご利用頂いています、ケーブル
テレビ及びインターネット・ＩＰ電話サービス
について、故障・加入・各種変更手続き等のお
問い合わせ先は、次のとおりです。

ケーブルテレビ及びインターネット・
ＩＰ電話サービスのお知らせ
ケーブルテレビ及びインターネット・
ＩＰ電話サービスのお知らせ

※時間外は、留守番電話にて翌営業日の対応となります。
※年始の営業は、１月４日㈬からです。

〈受付時間〉 平　日　　　9：00～20：00
土曜日　　　9：00～19：00
日曜日・祝日　9：00～17：00

〈お問い合わせ窓口〉 地域情報センタ
☎0120（960）138　
　050（3438）9877IP

平成29年１月号より、年金相談はクリーン情報と同じページに移動しました。


